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おもちゃ美術館オープンに向けて
特集：木育推進拠点施設の課題は

議案第１号 ▼平成 29 年度長門市一般会計補正予算（第 1 号） 

　木育推進拠点施設「長門おもちゃ美術館

（仮称）」は、2018 年 4 月に道の駅「セン

ザキッチン」内に、長門市産の木材を使用

した木に溢れる空間を創出し、幅広い世代

が楽しめる体験型ミュージアムとしてオープ

ンする予定です。管理運営は、指定管理団体

である、ながと物産合同会社を通じて、NPO

法人「人と木」が行う予定となっています。

　６月定例会は、平成 29 年 6 月 9 日（金）～ 6 月 30 日（金）まで

22 日間の会期で開催し、総額 2 億 576 万 2,000 円の一般会計補正予

算を含む議案 28 件、報告 4 件を受け、すべて可決・同意しました。

６月
定例会

28 議案を可決・同意

木育推進拠点施設整備事業　1 億 1,224 万円

木育推進拠点施設開設準備事業　206 万 6,000 円

木育キャラバンのようす



施
設
の
目
的

　

環
境
を
守
る
。
木
の
文
化
を
伝

え
て
い
く
。
暮
ら
し
に
木
を
取
り

入
れ
て
い
く
。
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
。
子
ど
も
の
心
を
豊
か
に
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
木

育
」
を
進
め
、「
林
業
・
木
材
産

業
の
発
展
」
と
「
子
育
て
世
代
に

選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
独
立
採
算
で
運
営
し
ま
す
。

観
光
資
源
と
し
て
も
期
待

　

教
育
や
福
祉
分
野
の
機
能
を
持

つ
施
設
で
あ
る
と
同
時
に
、
海
に

面
し
、
木
育
船
と
連
携
す
る
全
国

唯
一
の
施
設
で
あ
る
こ
と
。
道
の

駅
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
と
連
携
で
き

る
こ
と
。
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館

の
姉
妹
館
と
し
て
全
国
的
な
ブ
ラ

ン
ド
力
を
持
つ
こ
と
な
ど
、
魅
力

的
な
、
新
た
な
観
光
資
源
と
な
る

施
設
で
す
。

施
設
管
理
の

公
平
性
・
公
明
性
は

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、

委
員
か
ら
、
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の

管
理
運
営
者
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
人

と
木
」
と
し
た
選
考
過
程
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
は
、

市
内
の
木
育
推
進
に
つ
い
て
は

「
人
と
木
」
の
設
立
段
階
か
ら
現

在
ま
で
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
お
り
、
と
も
に
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー

ト
宣
言
も
行
っ
て
き
た
。
木
育
円

卓
会
議
等
で
議
論
を
重
ね
、
東
京

お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
指
導
助
言
を

受
け
な
が
ら
施
設
整
備
に
向
け
て

の
検
討
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
木

育
推
進
拠
点
施
設
の
運
営
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
賛
同
者

も
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
も
当

初
の
募
集
人
員
を
上
回
る
参
加
が

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
か

ら
木
育
に
取
り
組
む
唯
一
の
団
体

で
あ
り
、
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

持
ち
、
人
材
確
保
も
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、運
営
者
と
し
て
は
「
人

と
木
」
が
最
適
だ
と
判
断
し
た
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
委
員
か
ら
「
公
募
に
よ

る
指
定
管
理
と
し
、
透
明
性
を
担

保
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
の
質

疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
道
の

駅
の
管
理
運
営
は
な
が
と
物
産
合

同
会
社
に
委
託
し
て
お
り
、
１
施

設
を
２
つ
に
分
け
て
指
定
管
理
に

す
れ
ば
、
共
益
費
等
、
様
々
な
問

題
が
発
生
す
る
。
な
が
と
物
産
合

同
会
社
と
対
等
の
立
場
で
テ
ナ
ン

ト
と
し
て
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
相
乗
的
に
交
流
人
口
の

拡
大
が
で
き
る
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
委
員
か
ら
木
育
船
改
修

費
756
万
円
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
執
行
部
か
ら
「
船
を
改
修
し

て
運
行
で
き
る
よ
う
最
低
限
の
経

費
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
他
の
消

耗
品
や
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど

は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
整
備
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
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おもちゃ美術館のイメージ図

木製のくじらのおもちゃ
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議案番号 件　　　　名 結果

26
業務委託契約の締結について（長門市本庁舎建設に係る
市有林木材加工等業務） 

原案可決

27 財産の取得について（仙崎地区交流拠点施設厨房用備品） 原案可決

28 財産の取得について（災害対応特殊救急自動車） 原案可決

報告 1
平成 28 年度長門市一般会計予算に係る繰越明許費繰越計
算書の報告について

―

報告 2
平成 28 年度長門市水道事業会計予算に係る建設改良費繰
越計算書の報告について

―

報告 3
平成 28 年度長門市下水道事業会計予算に係る建設改良費
繰越計算書の報告について

―

報告 4 公益財団法人長門市文化振興財団の経営状況について ―

教
産
業
常
任
委
員
会
の
審
査

で
は
、
委
員
か
ら
、
配
湯
施

設
整
備
事
業
に
関
連
し
て
「
新
配

湯
タ
ン
ク
設
置
場
所
の
変
更
理
由

及
び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
、「
当
初
、
旧
堂
上
福
永
跡
地

に
建
設
し
、
自
然
流
下
で
各
ホ
テ

ル
・
旅
館
に
配
湯
す
る
計
画
で

あ
っ
た
が
、
各
ホ
テ
ル
・
旅
館
の

高
低
差
を
測
定
し
た
結
果
、
一

部
、
自
然
流
下
で
見
込
め
る
水
圧

が
確
保
で
き
な
い
施
設
が
あ
る
と

の
こ
と
か
ら
、
計
画
を
変
更
し
、

旧
配
湯
セ
ン
タ
ー
解
体
後
の
跡
地

に
建
設
す
る
こ
と
と
し
た
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
解
体
の
設
計
業
務

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
10
月
末

の
完
了
を
予
定
し
て
お
り
、
平
成

30
年
３
月
ま
で
に
解
体
を
完
了

し
、
平
成
30
年
度
当
初
か
ら
新
配

湯
タ
ン
ク
建
設
に
着
手
す
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
委
員
か
ら
、「
恩
湯
泉

源
仮
設
配
管
設
置
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
」
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執

行
部
か
ら
「
恩
湯
解
体
完
了
予
定

の
８
月
以
降
、
泉
源
の
状
態
に

よ
っ
て
変
更
の
可
能
性
も
あ
る

が
、
順
調
に
い
け
ば
９
月
に
恩
湯

泉
源
の
湯
を
礼
湯
等
に
有
効
活
用

で
き
る
見
込
み
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

文

務
民
生
常
任
委
員
会
の
審
査

で
は
、
委
員
か
ら
「
指
定
管

理
者
の
選
考
」
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
候
補
者
選

定
委
員
会
に
お
い
て
、
多
様
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
に
、
よ
り
効
果
的
・

効
率
的
に
対
応
可
能
か
、
民
間
能

力
を
活
用
し
つ
つ
住
民
ニ
ー
ズ
の

向
上
や
経
費
の
削
減
等
を
促
し
て

適
正
か
つ
効
率
的
な
運
用
を
図
る

こ
と
が
可
能
か
、
と
い
っ
た
点
を

念
頭
に
審
査
が
行
わ
れ
た
。
提
出

さ
れ
た
申
請
内
容
の
不
十
分
な
箇

所
に
つ
い
て
は
市
の
指
導
、
調
整

の
も
と
に
修
正
を
行
い
、
事
業
計

画
書
の
提
出
を
条
件
と
し
て
全
員

一
致
で
選
定
さ
れ
た
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
委
員
か
ら
「
民
間
委
託

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
て

い
る
中
、
自
由
度
は
ど
の
程
度
ま

で
認
め
ら
れ
る
の
か
」
と
の
質
疑

が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
今
後
は

事
業
所
等
の
Ｃ
Ｍ
制
作
・
放
映
や
、

加
入
者
拡
大
の
た
め
の
営
業
活
動

が
予
定
を
さ
れ
て
い
る
が
、
公
的

な
施
設
の
業
務
代
行
と
い
う
側
面

か
ら
も
、
条
例
に
あ
る
地
域
住
民

の
生
活
環
境
の
向
上
、
豊
か
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
、
快
適
な
ま

ち
づ
く
り
に
資
す
る
と
い
う
点
か

ら
は
外
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

６月定例会委員会審査

■６月定例会議決結果
議案番号 件　　　　名 結果

1 平成 29 年度長門市一般会計補正予算（第 1 号） 原案可決

2
平成 29 年度長門市湯本温泉事業特別会計補正予
算（第 1 号）

原案可決

3
平成 29 年度長門市電気通信事業特別会計補正予
算（第 1 号） 

原案可決

４ 長門市職員退職手当に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

５ 長門市火災予防条例の一部を改正する条例 原案可決

６ 長門市ケーブルテレビ放送施設の指定管理者の指定について 原案可決

７～ 25 長門市農業委員会委員の選任について 同意

平成 29 年度長門市湯本温泉事業特別会計補正予算（第1号）2,414 万 4,000 円

　この補正予算は、配湯事業の安定運営のため、旧配湯センター敷地に新配湯タンクを建

設することから、支障となる旧配湯センターの解体を行い、また、公衆浴場「恩湯」解体後、

恩湯泉源の湯を礼湯等で有効利用するため仮設配管を設置するものです。

議案第２号 ▼旧配湯センターを解体・仮設配管設置へ

長門市ケーブルテレビ放送施設の指定管理者の指定について

　この議案は、市内の 3 つのケーブルテレビセンター施設において、平成 29 年 10 月 1

日から、平成 32 年 3 月 31 日までの間、指定管理者に「ながとてれび株式会社」を指定

するものです。

議案第６号 ▼ケーブルテレビを民間委託

総

文教産業
　審査

総務民生
　審査
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観
光
施
策
へ
の

今
後
の
取
り
組
み
は

平
成
29
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

「
第
２
次
長
門
市
観
光
基
本
計
画
」

に
つ
い
て
、
第
１
次
基
本
計
画
の
検
証

を
踏
ま
え
た
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

問
う
。平

成
28
年
度
は
、
元
乃
隅
稲
成
神

社
や
日
露
首
脳
会
談
に
よ
る
知
名

度
向
上
に
よ
り
、
観
光
客
数
は
155
万
人

と
増
加
し
、
一
定
の
成
果
に
結
び
付
い

て
い
る
。
第
２
次
基
本
計
画
で
は
「
経

済
効
果
を
実
感
で
き
る
観
光
振
興
」
を

基
本
理
念
と
し
、「
地
域
の
『
稼
ぐ
力
』

を
引
き
出
す
ま
ち
づ
く
り
」、「
滞
在
周

遊
型
観
光
の
推
進
」、「
体
験
・
反
復
型

観
光
の
推
進
」
の
３
つ
の
行
動
目
標
を

設
定
し
、
市
民
、
地
域
、
事
業
者
、
関

係
機
関
が
一
体
と
な
っ
た
観
光
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

今
後
の
観
光
の
中
心
は

今
後
の
長
門
市
に
と
っ
て
、
中
心

と
な
る
よ
う
な
観
光
の
コ
ン
テ
ン

ツ
は
何
か
。

本
市
は
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
、

特
産
品
、
食
に
お
い
て
多
彩
な
観

光
資
源
を
持
つ
ま
ち
で
あ
る
が
、
長
門

市
を
十
分
に
認
知
し
て
い
な
い
層
に
対

し
て
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
コ
ン
テ
ン
ツ

を
絞
り
込
ん
だ
効
果
的
な
情
報
発
信
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。
平
成
28
年
度
よ
り

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
を

取
り
入
れ
、
観
光
客
の
反
応
の
分
析
、

検
証
を
進
め
て
い
る
。

　

昨
年
度
の
段
階
で
は
、
自
然
景
勝
地

や
焼
き
鳥
等
の
食
に
つ
い
て
都
市
圏
の

ユ
ー
ザ
ー
の
反
応
が
よ
い
と
い
う
分
析

結
果
が
出
て
お
り
、
こ
う
し
た
検
証
結

果
に
基
づ
き
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込

み
や
観
光
地
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き

上
げ
を
行
う
。

　一般質問は市政に関して議員が質問を行い、新たな施策の提案や、市政に対しての

意見や要望を述べ、市政をより良い方向へ導くものです。一般質問

　

O
K

U
S

A
 H

IR
O

K
I　

セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
の
集
客
は

10
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
仙
崎
地
区

交
流
拠
点
施
設
「
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ

ン
」
は
、
他
の
道
の
駅
と
の
差
別
化
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
集
客
方
法

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
に
は
直
売
所
で

の
飲
食
サ
ー
ビ
ス
、
木
育
施
設
で

の
体
験
、
き
め
細
や
か
な
観
光
案
内
等

で
観
光
・
交
流
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

持
た
せ
る
な
ど
、
よ
そ
に
な
い
魅
力
あ

る
施
設
を
構
築
し
て
い
く
。
ま
た
、
緑

地
広
場
で
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い
く
。

木
育
推
進
拠
点
施
設
の
管
理
運
営
は

セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
内
に
整
備
さ
れ

る
木
育
推
進
拠
点
施
設
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

管
理
運
営
は
活
動
実
績
等
か
ら
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
人
と
木
」
に
担
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

運
営
計
画
で
は
、
お
も
ち
ゃ
美
術

館
の
入
館
者
４
万
人
、
シ
ョ
ッ
プ

の
売
上
げ
730
万
円
と
し
て
い
る
。
何
年

も
続
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
ど
う
か
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
独
立
採
算
が
可
能

と
な
る
入
館
者
数
を
想
定
し
て
い

る
。収
支
に
つ
い
て
は
関
係
者
で
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

市
の
役
割
、
責
任
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

市
と
し
て
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
方
々

の
意
欲
や
取
組
み
を
支
援
し
、
運

営
が
継
続
で
き
る
よ
う
協
働
し
て
い
く
。

ま
た
、
自
立
運
営
が
出
来
る
よ
う
経
営

計
画
の
作
成
や
人
材
育
成
な
ど
専
門
家

に
よ
る
助
言
、
指
導
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　

S
A

K
IN

O
 M

A
S

A
H

IR
O

　

▼建設中の仙崎地区交流拠点施設

問

問

問

問

問 答

答答

答答

答

先野 正宏
議員

大草 博輝
議員

問

▼元乃隅稲荷神社
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法
定
外
公
共
物
（
水
路
）
の

維
持
管
理
は

青
線
と
呼
ば
れ
る
農
業
水
路
は
、

農
業
者
の
減
少
・
高
齢
化
や
休
耕

田
増
加
等
、
以
前
か
ら
の
集
落
機
能
の

衰
退
に
よ
り
、
日
常
的
管
理
が
十
分
に

で
き
ず
、
大
雨
時
に
流
域
の
民
家
に
浸

水
等
の
被
害
が
恒
常
的
に
出
て
い
る
所

が
み
ら
れ
る
。
こ
の
状
況
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

水
路
関
係
者
の
高
齢
化
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
等
に
よ
り
、

地
域
だ
け
で
は
十
分
な
管
理
が
行
き
届

か
な
い
状
況
が
あ
る
。
し
か
し
、
何
回

も
被
害
に
遭
わ
れ
る
民
家
の
方
に
は
、

何
ら
か
の
手
立
て
を
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
痛
感
し
て
い
る
。

法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
第
３
条

に
は
「
水
路
の
維
持
管
理
は
利
用

者
（
農
家
）
の
義
務
」
と
あ
る
が
、
現

実
的
に
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

実
際
に
は
維
持
管
理
の
代
表
者
等

を
確
定
す
る
の
に
は
無
理
が
あ

り
、
そ
の
組
織
の
財
政
的
な
問
題
と
し

て
も
維
持
管
理
が
困
難
な
面
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

頻
繁
に
被
害
に
遭
わ
れ
て
い
る
箇

所
の
根
本
的
理
由
は
何
か
。

公
共
下
水
道
整
備
地
区
の
雨
水
渠

整
備
計
画
の
一
部
で
整
備
が
遅
れ

て
い
る
こ
と
が
原
因
と
考
え
て
い
る
。

板
持
地
区
で
は
、
雨
水
排
水
計
画

が
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
浸
水
箇

所
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

現
在
の
雨
水
渠
整
備
計
画
は
仙

崎
・
東
深
川
・
湯
本
の
一
部
で
、

昭
和
48
年
当
時
の
計
画
の
ま
ま
で
あ
り
、

一
度
見
直
し
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

一般質問
　

T
A

M
U

R
A

 T
E

T
S

U
R

O

　

　

H
A

S
H

IM
O

T
O

 K
E

N
JI　

敬
老
会
事
業
の
方
針
は

現
在
、
敬
老
会
は
各
自
治
会
主
催

と
な
っ
て
い
る
が
、
敬
老
会
を
開

催
さ
れ
て
い
な
い
自
治
会
が
あ
る
。
そ

の
理
由
と
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

未
開
催
の
理
由
と
し
て
は
、
ノ
ウ

ハ
ウ
が
な
い
と
い
う
答
え
が
一
番

多
か
っ
た
た
め
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

配
付
や
未
開
催
の
自
治
会
に
個
別
に
聞

き
取
り
を
行
う
な
ど
、
平
成
30
年
度
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
。　

今
後
、
敬
老
会
は
対
象
者
が
増
え
、

さ
ら
な
る
難
問
に
直
面
す
る
と
予

想
さ
れ
る
。
自
助
、
共
助
、
公
助
が
三

位
一
体
と
な
っ
て
立
ち
向
か
う
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の
敬
老
事
業
に

つ
い
て
の
方
針
を
問
う
。

本
市
は
今
後
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
急

速
に
増
え
る
な
ど
、
高
齢
者
が
地
域
で

孤
立
し
が
ち
な
状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
住
民
と
高
齢
者
の
繋
が
り
の
強
化

や
、
地
域
全
体
で
助
け
合
い
、
支
え
合

う
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
す
る
た
め
、

市
民
協
働
を
進
め
て
い
る
。

　

敬
老
会
に
お
い
て
も
、
自
治
会
開
催

に
よ
り
、
地
域
の
方
の
交
流
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
で
、
こ
う
し
た
仕
組
み
づ

く
り
が
効
果
的
な
も
の
に
な
る
と
考
え

る
。
今
後
も
自
治
会
長
と
市
が
一
緒
に

な
っ
て
、
課
題
や
問
題
点
の
克
服
・
改

善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

敬
老
会
へ
の
移
動
中
の
事
故
の
責

任
の
所
在
は
。

事
故
が
な
い
こ
と
が
何
よ
り
も
大

事
で
あ
る
が
、
万
が
一
の
事
故
も

想
定
し
て
、
自
治
会
活
動
保
険
や
イ
ベ

ン
ト
保
険
等
、
保
険
内
容
も
確
認
し
な

が
ら
対
応
願
い
た
い
。
ま
た
、タ
ク
シ
ー

利
用
の
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
色
々
な

方
法
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

　
▼板持地区敬老会

問

問

問

問

問問

問答 答

答答

答

答答

田村 哲郎
議員

橋本 憲治
議員

▼水路のようす
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市
営
浴
場
は

公
設
民
営
に
は
で
き
な
い
の
か

「
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
で
コ
ア
施
設
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
市
営
浴
場
恩
湯
と
礼
湯
の
全

面
改
修
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
設
置
・

運
営
方
法
に
つ
い
て
市
は
民
設
民
営
を

目
指
す
と
し
て
い
る
が
、
公
設
民
営
に

は
で
き
な
い
か
。

民
間
事
業
者
が
創
意
工
夫
し
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
稼
ぐ
運
営
を

す
る
た
め
に
は
民
設
民
営
が
必
要
で
あ

る
。
自
ら
収
益
を
生
み
、
生
み
出
し
た

収
益
を
地
域
に
再
投
資
し
て
い
く
主
体

の
形
成
が
可
能
な
ら
、
地
域
の
持
続
的

な
発
展
を
実
現
で
き
る
。
こ
の
た
め
民

設
民
営
を
目
指
し
て
い
る
。

民
設
民
営
に
な
っ
た
場
合
、
毎
日

利
用
さ
れ
て
い
る
地
元
住
民
の
入

浴
料
金
は
ど
う
な
る
の
か
。
入
浴
料
金

の
軽
減
措
置
等
の
検
討
は
さ
れ
る
の
か
。

利
用
者
の
応
分
の
負
担
増
は
避
け

ら
れ
な
い
。
家
に
風
呂
を
設
置
し

て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
公
衆
衛
生

の
観
点
か
ら
何
ら
か
の
対
応
を
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

公
設
民
営
で
あ
れ
ば
大
き
な
初
期

投
資
が
い
ら
な
い
の
で
、
地
元
事

業
者
が
参
入
し
や
す
い
と
考
え
る
。
市

が
建
設
し
、
運
営
を
地
元
の
ま
ち
づ
く

り
会
社
に
委
託
す
る
と
い
う
仕
組
み
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

観
光
地
と
し
て
継
続
的
に
発
展
し

て
い
く
た
め
に
、
事
業
が
安
定
し

て
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

公
設
で
施
設
を
建
て
る
と
、
非
常
に
大

き
な
施
設
に
な
っ
た
り
、
運
営
の
こ
と

を
全
く
考
え
な
い
施
設
に
な
る
と
い
う

可
能
性
も
あ
る
の
で
、
民
設
民
営
を
軸

に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

一般質問
　

A
Y

A
G

I M
IK

A

　

　

E
H

A
R

A
 T

A
T

S
U

Y
A

　

市
民
の
希
望
に
応
え
る
公
共
交
通
を

３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
長
門
市
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
に
基

づ
く
公
共
交
通(

路
線
バ
ス
等
）
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
何
か
。

地
域
に
適
し
た
移
動
手
段
の
確
保

と
安
全
が
確
保
で
き
る
区
間
で
の

路
線
バ
ス
の
フ
リ
ー
乗
降
区
間
の
設
定
、

低
利
用
バ
ス
路
線
の
運
行
見
直
し
基
準

の
設
定
と
低
利
用
バ
ス
路
線
の
見
直
し
、

上
川
西
線
の
再
編
と
油
谷
島
～
長
門
病

院
の
バ
ス
路
線
の
見
直
し
、
わ
か
り
や

す
い
公
共
交
通
情
報
の
提
供
と
主
要
バ

ス
停
の
待
合
環
境
の
整
備
、
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
し
た
移
送
サ
ー
ビ

ス
モ
デ
ル
の
構
築
や
救
援
事
業
の
タ
ク

シ
ー
の
活
用
検
討
、
相
乗
り
観
光
タ
ク

シ
ー
の
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
の
計
画
は
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
要
望
を
反
映
し
て
い
る
か
。

市
民
要
望
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

ベ
ー
ス
と
し
た
交
通
手
段
の
確
保

に
加
え
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
に
お
け

る
視
点
も
考
え
て
計
画
を
策
定
し
た
。

岡
山
県
総
社
市
で
は
、
市
内
完
結

型
の
バ
ス
路
線
の
代
替
え
手
段
と

し
て
「
雪
舟
く
ん
」
と
呼
ば
れ
る
特
色

の
あ
る
デ
マ
ン
ド
交
通
を
市
内
全
域
で

導
入
し
て
お
り
、
１
乗
車

３００
円
で
、
原

則
１
時
間
前
ま
で
に
予
約
す
る
と
、
ド

ア
・
ト
ゥ
・
ド
ア
で
市
内
の
ど
こ
に
で

も
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
。
長
門
市
も

同
様
に
、
市
内
で
営
業
し
て
い
る
タ
ク

シ
ー
会
社
、
路
線
バ
ス
会
社
と
協
力
し

な
が
ら
、
公
共
交
通
の
大
手
術
を
行
う

時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

今
後
、
財
政
負
担
の
抑
制
と
あ
わ

せ
、
ど
の
よ
う
な
政
策
が
長
門
市

に
と
っ
て
一
番
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
と

い
う
視
点
で
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通

の
構
築
を
検
討
し
て
い
く
。

問

問

問問

問

問 答

答

答答

答

答

綾城 美佳
議員

江原 達也
議員

▼向津具地区のデマンド交通車両

▼恩湯でのイベント「Thanks ONTO」
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三
隅
地
区
工
場
用
地
整
備
事
業
の

今
後
の
見
通
し
は

現
在
、
総
事
業
費
約
５
億
４
千
万

円
の
三
隅
地
区
工
場
用
地
整
備
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
地
権
者
の

同
意
、
用
地
未
確
定
の
た
め
平
成
28
年

度
に
予
定
さ
れ
て
い
た
事
業
は
年
度
内

に
不
執
行
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
事

業
の
見
通
し
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
に
と
っ
て
は
必
要
な
事
業
で

あ
り
、
全
て
の
地
権
者
の
同
意
は

得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
同
意
を
得
ら
れ

る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し
、
工
場
用

地
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

造
成
費
は
約
１
億
３
千
万
円
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、
建
設
残
土
を
活

用
す
る
こ
と
で
約
６
億
円
が
抑
制
で
き

る
と
し
て
い
る
が
、
事
業
が
遅
れ
た
場

合
、
土
砂
を
購
入
し
て
で
も
事
業
を
進

め
る
の
か
。
用
地
交
渉
は
難
し
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
、
現
実
的
な
選
択
肢
と

し
て
事
業
そ
の
も
の
を
一
旦
白
紙
に
戻

す
こ
と
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

一般質問
　

H
A

Y
A

S
H

I T
E

T
S

U
Y

A

　

　

S
H

IG
E

H
IR

O
 M

A
S

A
M

I　

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
を

超
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社
会
の

到
来
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
人
口
減

少
対
策
・
少
子
化
対
策
が
行
わ
れ
て
い

る
。
新
規
就
労
者
や
子
育
て
支
援
の
各

種
施
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
施
策
を
ど
う
検
証
し
、
今
後
の

取
り
組
み
に
生
か
す
の
か
。

社
会
減
少
と
自
然
減
少
の
両
面
に

対
応
し
な
け
れ
ば
ら
な
い
こ
と
か

ら
広
い
視
野
に
立
ち
、
魅
力
あ
る
長
門

市
を
創
出
し
、
都
市
部
に
向
か
っ
て
発

信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
各
種
施

策
の
成
果
重
視
の
観
点
か
ら
検
証
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
施
策
や
事
業
の
改

善
を
図
る
仕
組
み
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
し
、
今
後
の
取
り

組
み
に
生
か
し
て
い
く
。

　

１
人
で
も
多
く
の
若
者
が
、
自
ら
の

地
域
に
関
心
と
愛
着
を
持
ち
、
住
み
続

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
長
門
市
を
目

指
し
、総
合
的
な
視
点
と
危
機
感
を
持
っ

て
、
各
種
施
策
の
検
証
も
し
っ
か
り
行

い
な
が
ら
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

奨
励
金
に
つ
い
て
検
討
を

各
家
庭
に
お
い
て
、『
子
ど
も
を

一
人
は
長
門
に
残
そ
う
』
を
目
標

と
す
る
た
め
に
も
、
地
元
出
身
の
高
校

生
、
大
学
生
の
新
規
地
元
就
職
者
へ
の

就
労
奨
励
金
や
、
Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
て
く

る
人
に
奨
励
金
を
渡
す
施
策
を
創
設
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
社
会
減
少

が
人
口
の
４
％
に
し
て
い
こ
う
と

い
う
計
画
を
立
て
た
。
若
い
人
達
が
地

元
へ
定
着
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
結
婚
、

出
産
、
子
育
て
、
学
校
教
育
、
そ
し
て

社
会
人
と
な
っ
て
い
く
、
一
連
の
様
々

な
切
れ
目
の
な
い
支
援
策
を
講
じ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

林 哲也
議員

問

問

問

問 答

答

答

答

重廣 正美
議員

▼アルミネ三隅工場

▼年々少なくなっていく児童数

土
砂
を
購
入
し
て
ま
で
事
業
を
進

め
る
考
え
は
な
い
。
計
画
が
白
紙

に
戻
れ
ば
補
償
問
題
等
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う

に
努
力
し
て
い
く
。

公
益
性
の
高
い
協
働
事
業
へ
の
支
援
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
公
共
施
設

等
の
維
持
管
理
に
対
し
、
よ
り
公

益
性
が
高
い
協
働
事
業
に
は
「
市
民
の

ち
か
ら
応
援
補
助
金
」
の
上
限
額
の
引

き
上
げ
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

地
域
や
団
体
に
よ
る
管
理
運
営
が

可
能
な
公
共
施
設
等
に
つ
い
て

は
、
協
働
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
。
補
助
金
交
付
要
綱
等
の
関
係
も

あ
る
が
、
弾
力
的
な
運
用
も
必
要
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
議
論
し
て
い
き
た
い
。

問答
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地
籍
調
査
の
進
捗
状
況
は

本
市
の
地
籍
調
査
は
、
平
成
28
年

度
末
現
在
調
査
率
63
％
と
な
っ
て

い
る
が
、
旧
長
門
市
を
中
心
と
し
た
山

間
部
で
は
調
査
が
進
ま
ず
、
山
林
所
有

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
の
不
安
な
ど
か

ら
、
調
査
の
早
期
実
現
を
望
む
声
が
あ

る
。
地
籍
調
査
の
課
題
と
今
後
の
事
業

展
開
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

調
査
の
進
捗
率
は
、
油
谷
地
区
と

三
隅
地
区
は
完
了
し
て
い
る
が
、

長
門
地
区
が
24
％
、
日
置
地
区
が
66
％

と
な
っ
て
い
る
。
土
地
所
有
者
の
高
齢

化
や
、
不
在
化
に
よ
る
調
査
困
難
な
土

地
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
早
急

の
調
査
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

油
谷
地
区
、
三
隅
地
区
が
調
査
完

了
し
て
い
る
一
方
で
、
長
門
地
区

の
進
捗
率
が
24
％
と
低
い
の
は
な
ぜ
か
。

調
査
が
完
了
し
て
い
る
油
谷
地

区
、
三
隅
地
区
に
お
い
て
は
、
昭

和
40
年
代
か
ら
調
査
に
着
手
し
て
い
た
。

長
門
地
区
に
つ
い
て
は
平
成
７
年
か
ら

と
、
事
業
着
手
が
遅
れ
た
こ
と
が
進
捗

率
の
低
い
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

今
の
進
捗
率
か
ら
推
計
し
て
地
籍

調
査
が
完
了
す
る
の
に
、
あ
と
ど

の
く
ら
い
か
か
る
と
推
計
さ
れ
る
の
か
。

調
査
終
了
に
は
50
年
近
く
か
か
る

と
推
測
さ
れ
る
。

ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を

有
し
た
技
術
を
活
用
し
、
調
査
の

簡
素
化
が
図
れ
な
い
の
か
。

最
新
の
測
量
技
術
は
急
速
に
実
用

化
さ
れ
て
き
て
お
り
、
地
籍
調
査

に
お
い
て
も
最
新
技
術
に
対
応
し
た
測

量
方
法
、
技
術
の
導
入
に
向
け
て
検
討

が
さ
れ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

一般質問
　

S
H

IG
E

M
U

R
A

 N
O

R
IH

IR
O

　

　

N
A

K
A

H
IR

A
 Y

U
JI　

漁
業
の
資
源
管
理
の

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を

漁
業
の
資
源
管
理
の
推
進
に
つ
い

て
こ
れ
ま
で
以
上
の
取
り
組
み
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
方
針
を

問
う
。市

は
、
種
苗
の
放
流
と
環
境
整
備

の
両
面
か
ら
漁
業
を
支
え
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
放
流
に
つ
い
て

は
「
長
門
地
域
栽
培
漁
業
推
進
事
業
」

と
「
種
苗
放
流
事
業
」
を
合
併
当
初
よ

り
続
け
、「
山
口
県
栽
培
漁
業
基
本
計
画
」

と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
。

種
苗
放
流
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

自
然
を
相
手
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
病
気
や
赤
潮
な
ど
外
的
な
要

因
に
影
響
を
受
け
る
リ
ス
ク
が
避
け
ら

れ
な
い
と
い
う
面
が
あ
る
が
、
沿
岸
域

で
定
着
性
が
あ
り
、
高
価
で
取
引
が
さ

れ
る
魚
種
の
キ
ジ
ハ
タ
や
ア
ワ
ビ
等
に

つ
い
て
は
漁
業
経
営
面
か
ら
も
効
果
が

出
や
す
い
と
期
待
し
て
い
る
。

キ
ジ
ハ
タ
の
種
苗
放
流
の
効
果
が

水
揚
量
に
現
れ
る
の
は
い
つ
か
。

キ
ジ
ハ
タ
は
「
幻
の
高
級
魚
」
と

し
て
高
値
で
取
引
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
力
を
入
れ
種
苗
放
流
し
て
い
る

が
、
結
果
が
出
る
の
は
来
年
度
末
く
ら

い
で
は
な
い
か
。

藻
場
の
育
成
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

平
成
21
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
国
の

「
環
境
生
態
系
保
全
対
策
事
業
」

や
平
成
25
年
度
か
ら
の
「
水
産
多
面
的

機
能
発
揮
対
策
事
業
」
等
を
活
用
し
、

市
も
少
な
か
ら
ず
負
担
し
、
藻
場
の
育

成
保
全
に
努
め
て
い
る
。

重村 法弘
議員

中平 裕二
議員

問問

問

問

問

問

問

問

答答

答

答

答

答

答

答▼地籍調査のようす

▼キジハタの稚魚放流



10

■第 1 回臨時会議決結果
議案番号 件　　　　名 結果

1
専決処分の承認について（長門市税条
例の一部を改正する条例）

承認

2
専決処分の承認について（長門市都市
計画税条例の一部を改正する条例）

承認

3
専決処分の承認について（長門市過疎地域
自立促進特別措置法による固定資産税の課
税免除に関する条例の一部を改正する条例）

承認

4 長門市監査委員の選任について 同意

5 長門市監査委員の選任について 同意

報告 1
専決処分の報告について（自動車事故に
係る損害賠償の額を定めることについて）

ー

武
田
新
二
議
員
を
議
長
に
選
出

　

初
議
会
で
は
議
長
が
い
な
い
た

め
、
年
長
議
員
が
臨
時
議
長
に
な
っ

て
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
選
挙
で
は
、「
議
長
に
意
欲

の
あ
る
議
員
は
、
市
民
に
開
か
れ

た
本
会
議
の
場
に
お
い
て
所
信
を

明
ら
か
に
す
べ
き
だ
。
そ
れ
を
聞

い
た
う
え
で
投
票
に
移
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
動
議
（
会
議
の
進
行
ま

た
は
手
続
き
に
関
し
、
議
員
か
ら

議
会
に
対
し
て
行
う
提
案
の
こ
と
）

が
出
さ
れ
、
議
会
は
動
議
を
認
め
、

本
会
議
の
場
で
所
信
表
明
（
自
分

の
考
え
や
信
念
、
方
針
な
ど
を
述

べ
る
こ
と
）
の
後
、
投
票
を
行
い

ま
し
た
。

　

議
長
選
挙
に
は
武
田
議
員
か
ら

意
思
表
示
が
あ
り
、
登
壇
し
て
所

信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
正
副
議

長
の
選
挙
は
、
選
挙
権
と
被
選
挙

権
を
有
す
る
者
が
同
じ
で
す
。
選

挙
に
際
し
て
の
立
候
補
の
意
思
や

所
信
表
明
は
被
選
挙
人
資
格
を
拘

束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
本
来
は
議
員
全
員
が
候

補
者
で
あ
り
、
意
思
表
示
の
有
無

に
関
係
な
く
、
自
分
も
含
め
て
誰

に
投
票
し
て
も
構
わ
な
い
も
の
で

す
が
、
議
長
選
挙
に
お
け
る
議
員
の

所
信
表
明
は
投
票
の
明
確
な
判
断
基

準
に
な
り
、
市
民
に
対
す
る
公
約
と

も
な
る
も
の
で
す
。

　

無
記
名
投
票
の
結
果
、「
議
会
基

本
条
例
に
則
り
、
中
立
、
公
平
、
公

正
な
議
会
運
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
を

目
指
し
て
い
く
」
と
の
所
信
を
述
べ

た
武
田
新
二
議
員

（64）
を
議
長
に
選
び

ま
し
た
。
ま
た
、
副
議
長
選
挙
は
重

廣
正
美
議
員

（55）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

市
民
に
開
か
れ
た

正
副
議
長
選
挙

　新しい議会構成を決める改選後の初議会（第１回臨時会）を５月

12 日に開き、正副議長選挙や各委員会の委員の選任などを行いま

した。また、専決処分の承認や監査委員の選任など、執行部提出の

議案 5 件、報告 1 件を承認・同意しました。

▲今回の臨時会が初議会

となった、新たな長門市

議会メンバー。

第１回

臨時会

される議会へ

議長選挙
（有効投票 15 票

　無効票 3 票 )

武田 新二 15 票

副議長選挙
（有効投票 18 票 )

重廣 正美 10 票

南野 信郎   8 票



市民から信頼

　改選後 5 月 12 日に行われました臨時議会におい

て議員の皆様の推挙により議長に就任いたしまし

た。大変光栄でありますとともに、責務の重さに身

が引き締まる思いです。

　「市民の代表として、公開の場で議論し集約し決断し、市民の意思とする

ことができる」　これは議会だからできること、議会でないとできないこと

です。議会に与えられたこの機能、権能を発揮するためには議員間の自由

な議論が求められます。提出された議案を審議するためはもちろんのこと、

議会報告会や、意見交換会で出た意見や要望、また地域から出た意見など

諸課題を議員間で自由に討議し一致点を見つける努力をする。そして最終

的に執行部に対して政策提言をする。このような議会を目指すために、昨

年議会基本条例を制定しました。議会は市民の皆様にとってどんな存在で

あるかを文章化し、それに則して議会改革を制度と運用の両面で規定した

ものです。今後は議会基本条例に則り、中立、公平、公正な議会運営に努

めるとともに議会基本条例の運用にも力点を置き、市民から信頼される議

会になるよう改善して参ります。

　市民の皆様におかれましては、長門市議会に対してより一層のご理解と

ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

改

初 議 会

選 後

専
決
処
分
の
承
認
な
ど

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
29
年
３
月
31 

日
公
布
）
に
よ
り
、「
長
門

市
税
条
例
の
一
部
改
正
」
及
び
「
長
門
市
都

市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正
」
の
専
決
処
分

を
承
認
し
ま
し
た
。
改
正
の
主
な
内
容
は
、

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
延
長
、

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
で
は
、
保
育

の
受
け
皿
整
備
の
促
進
の
た
め
の
課
税
標
準

の
特
例
措
置
の
導
入
及
び
適
用
条
項
の
ず
れ

に
伴
う
改
正
で
す
。「
長
門
市
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
の
専

決
処
分
は
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
第
31
条
の
地
方
税
の
課
税
免
除
又
は
不
均

一
課
税
に
伴
う
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
等

を
定
め
る
省
令
」
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の

で
、
条
例
の
有
効
期
限
を
２
年
間
延
長
す
る

改
正
で
す
。

　

ま
た
、
長
門
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
は
岸
田
弘
稔
氏
、
議
員
か
ら
選
任
す
る
監

査
委
員
に
大
草
博
輝
氏
が
選
任
さ
れ
、
議
会

は
同
意
し
ま
し
た
。

立、公平、公正な
議会運営を中

議長 武田 新二

　

長
門
市
議
会
に
は
議
会
の
下
審

査
機
関
と
し
て
各
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
設
置
の
趣

旨
は
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て

行
政
事
務
が
複
雑
多
様
化
し
、
専

門
化
の
傾
向
を
強
め
つ
つ
あ
る
こ

と
か
ら
、
議
会
内
部
に
お
け
る
議

案
の
審
査
及
び
調
査
に
お
い
て
も

万
全
を
期
す
た
め
、
慎
重
な
審
議
、

専
門
化
を
は
か
っ
て
、
議
会
の
重

要
な
機
能
充
実
を
果
た
そ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
各
委
員
会
の
定
数

と
所
管
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会
（
９
人
）

　

企
画
総
務
部
、
会
計
課
、
選
挙

管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
会
、
消

防
本
部
、
消
防
署
の
所
管
に
属
す

る
事
項
、
市
民
福
祉
部
の
所
管
に

属
す
る
事
項
。
他
の
常
任
委
員
会

の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項
。

文
教
産
業
常
任
委
員
会
（
９
人
）

　

経
済
観
光
部
、
農
業
委
員
会
、

建
設
部
、
教
育
委
員
会
の
所
管
に

属
す
る
事
項
。

議
会
運
営
委
員
会
（
６
人
）

　

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
、

議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
条
例

等
に
関
す
る
事
項
、 

議
長
の
諮
問

に
関
す
る
事
項
。

議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
（
16
人
）

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
・
発
行
及

び
議
会
報
告
会
の
実
施
に
関
す
る

調
査
・
研
究
。

■議会運営委員会

委 員 長　 重村 法弘

副委員長　 先野 正宏

委　　員　

林    哲也　南野 信郎

岩藤 睦子　吉津 弘之

■議会広報広聴特別委員会   

委 員 長　岩藤 睦子

副委員長　綾城 美佳

委　　員

正副議長を除く議員全員

■萩・長門清掃一部事務組合議会議員   

武田 新二　林 哲也　南野 信郎　吉津 弘之
■都市計画審議会委員   

武田 新二　南野 信郎　吉津 弘之　江原 達也　早川 文乃

議会構成 Constitution

議長　武田 新二　　副議長　重廣 正美

■総務民生常任委員会

委 員 長　 吉津 弘之

副委員長　 江原 達也

委　　員　

田村 哲郎　三輪　 徹

長尾    実　岩藤 睦子

橋本 憲治　綾城 美佳

■文教産業常任委員会

委 員 長　 南野 信郎

副委員長 　有田  茂

委　　員 　大草 博輝

林 　哲也　先野 正宏

重廣 正美　重村 法弘

中平 裕二　早川 文乃

■予算決算常任委員会

委 員 長　林　 哲也

副委員長　岩藤 睦子

委　　員　

議長を除く議員全員
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編集後記

▼ ７月の九州北部豪雨災害で深

刻な被害を受けた方々に、お

見舞いを申し上げますととも

に、亡くなられた方々にお悔や

み申し上げます。 ▼ 長門市議会

では、昨年９月に制定した議会

基本条例に基き、今期から「議

会だより特別委員会」は「議会

広報広聴特別委員会」として始

委 員 長　　岩 藤 睦 子
部 会 長　　吉 津 弘 之
委　　員　　大 草 博 輝
　　　　　　林 　 哲 也
　 　 　 　 南 野 信 郎
　 　 　 　 有 田 　 茂
　 　 　 　 橋 本 憲 治
　　　　　　中 平 裕 二

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／議会広報広聴特別委員会
　　　広報部会

９月定例会の予定

　長門市議会では、フェイス

ブックページにも、議会の情報

をアップしています。是非ご活

用ください。

ながと市議会だよりに関して、

街頭インタビューを行いました。

Ｑながと市議会だよりをご存知ですか。

Ａ知っています。

Ｑ�ながと市議会だよりについて、どう思わ

れますか。

Ａ�市民が議会をチェックするためにも議会

だよりが必要だし、長く続けてほしい。

Ｑこれからの市議会に望むものは。

Ａ市民の声を大きく取り上げて欲しい。坂本 史朗 さん（83 歳）

西深川在住・元公務員

動しました。４月の改選で新人

議員６名を迎え、広報部会（議

会だより等）と広聴部会（議会

報告会等）とに分け議員全員で

活動していきます。 ▼ フェイス

ブックについても専任の更新担

当を決め、リニューアルしまし

た。ぜひご覧いただき、ご

意見等をお聞かせください。

９月１日

９月５・６・７日

９月８日

９月 13 日

９月 14 日

９月 15 日

９月 22 日

初日、議案の提案説明など

一般質問

一部採決、議案の委員会付託

予算決算委員会

総務民生委員会

文教産業委員会

最終日

（都合により変更になる場合があります）

山口県長門市議会事務局　　〒 759-4192　山口県長門市東深川 1339 番地 2　TEL 0837-23-1248（直通）  FAX 0837-22-6353  

　　　　　　　　　　　　　HP http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/^gikai/　　　　Email  gikai.shomu@city.nagato.lg.jp

←長門市議会フェ
イスブックページ
ＱＲコード

jakb5

岩藤


